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1. まえがき

　IEAは，既存油田からの原油生産量が 2040年には 1/3ま
で減少すると予想している。一方で必要な電力需要は 2040
年までに 70%増加すると見込まれる。そのため再生可能エ
ネルギによる発電割合は，風力が 5.6倍，太陽光が 11倍に
なり総発電量の 34%を占めてくるものと考えられている 1)。
　これら背景を踏まえ，最新のパワーエレクトロニクス技
術を駆使した地球環境対策，省エネルギ・高効率化が注目
されている。パワーエレクトロニクスは従来の産業機器，
鉄道車両などのモーターコントロール分野から，近年では
ハイブリッドカーや電気自動車での CO2削減，また太陽
光，風力発電などの新エネルギの電力変換分野に加え，新
たな分野（医療，福祉ロボット）における適用が進んで来
ている。パワーエレクトロニクス装置では，小型で高効率
というだけでなく使いやすく壊れにくい，という視点から
システム化，使用環境の多様化が進んでくるものと予想さ
れる。
　このような方向性の中で，パワーエレクトロニクス実装
技術に対し
　①高パワー密度化・小型化
　　（放熱技術，冷却技術，材料技術，封止技術）
　②高効率化
　　（低インダクタンス技術，接合技術）
　③システム化
　　（回路技術，センサ搭載技術）
の技術革新が重要なポイントとなる。
　本研究会では，これらの必要技術を確実に実現するため
パワーエレクトロニクス適用分野の将来像からパワーエレ
クトロニクス実装技術のロードマップを明らかにする研究
の場を提供，またロードマップ実現に必要な最新技術を共
有化し関連研究・関連産業技術の活性化に貢献すること目
的とし活動している。

2. パワーエレクトロニクス研究会における取組

　本研究会では 2015年 1月より，パワーエレクトロニクス
に関連する研究会を開催，活発な意見交換をおこなってい
る。本学会春季講演大会における，パワーエレクトロニク
スの発表件数の推移を図 1に示す。発表件数からも年々，
パワーエレクトロニクスに関しての関心が高まって来てい
る事が判る。研究会における主な内容としては，パワーエ
レクトロニクス装置の分解により，構造，実装技術，部品
構成について調査し，産業用インバータ，ハイブリッド電
気自動車インバータの分解を行いパワーエレクトロニクス
アプリケーションによる部品，実装技術の比較を実施し
た。パワーエレクトロニクスの基幹部品であるパワー半導
体モジュールについても同様にパワーエレクトロニクスア
プリケーション毎に，分解調査を実施し適用されている実
装技術，部品材料，回路設計について調査をした。
　さらにパワーエレクトロニクスの適用分野，構成分野に
おける動向を明確化するため，非公開研究会にて，イン
バータ，SiC，GaNデバイス，キャパシタ，電子部品実装
の動向について調査を実施した。
　またエレクトロニクス実装学会春季講演大会，MES2016
のパワーエレクトロニクス研究会のセッションでは，SiC
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図 1.　春季講演大会でのパワーエレクトロニクス関連の発
表件数


